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知られていた現象で,その主な原因は,新 しく発見された2十状態 と密接に関係 していた訳です｡
さて,前に述べたような集団運動状態の古典的な理解は,他の現象 例えば HeavylonReaction-の
応用などを簡単にしますが,他の色々なモー ドの存在の予想も容易にします｡まず,始めにちょっと述べ
た原子核が縮んだり脹 ら4,だりする0+振動,即ち,BreathingModesも存在 しそうですが, 実際,
80/A%(MeV)という高い励起エネルギーのところに, 2- 3年前に発見されました｡その励起エネルギ
ーから核物質の圧縮率は200MeV程度ということも判 り,この値は高密度核物質の研究等に於て重要なも














るように見えることもある訳です (図8)07Eのmass,7n,Fは 71,6<7伽 です
-p23-
ので,従って核子の massは見掛上軽く見え,振動の massparameterは
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図13
状態ですO(Tz-+1:中性子, Tz--1:陽子 )この状態は, T_0_が Gamow-Teller型 p-decay













図 14のように表わせます (ここでは Tz-+1:a-クオーク, Tz--1:a-クオークと約束 )O とこ




































































ところで,原子核の中に,集団的 GT状態を構成する原因となる 応oTTi･T乙 qi･qj とい う相互作用が存
在するということは,取 りも直さず, dparticle一核子 hole状態間同士にも,図19のような散乱が存
在するということです｡その結果 GT状態と同じように,しかし今度は主に, dparticle一核子hole状態
の重畳から成る集団運動が構成されることになります (図20)｡このような状態は,前の EOTを使えば,
励起エネルギー, 350MeV付近に存在することが期待されるのですが,実験的に如何にして観測されるか
は,現在検討されている段階です｡(inColoradoConferenceMarch25-27)｡その存在の予言も,
quenching現象の説明からは自然に導びかれる結論ですが,まだまだ,定性的な議論の領域を出ていませ
ん｡しかし何れにしろ,核子以外の自由度による集団運動が実在するならば,今後,この分野の研究は,
更に魅力を増し加速されるものと思われます｡
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